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Fig．8（c）
1981年～1987年の併合処理による深さ100km以
深の震央分布
　Epicenter　distribution　for　the　foca1depth
　more　than100km　re1ocated　by　the　com－
　bined　network　for　the　period　from1981to
　1987．
で防災科研の震源分布にみられるばらつきが減少する傾
向が明らかである．領域4～5の深さ約300kmから370
kmにかけての地震の空白域が再決定震源では一層明瞭
に認められる．また，領域10の深さ約340kmから410
kmにかけて，地震の密集域が認められ，この深さから深
発地震面の傾斜がやや緩やかになっている．北緯33度よ
り南側（領域11～14）では，300km以深の地震が防災科
研震源より浅く決まる傾向にある．また，東北大の震源
分布に比べると，南にいくほど再決定震源は海溝側に移
動する傾向がみられる．
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図9　震源断面図のインデック
　　　スマツプ
Fig．9　Index　map　for　the
　　　VertiCaI　CrOSS　SeC－
　　　tiOnS．
4．議論
　防災科研，東北大学の地震観測網の境界域でのデータ
を併合処理した結果，再決定された震源の精度は飛躍的
に向上した．特に，防災科研震源では50km以浅とそれ
より深い部分とでは二重深発地震面の上面の地震の震源
分布の傾斜が異なって見えたが，再決定震源では滑らか
に連続している（図4（・）～（・））．併合処理によれば，深い
地震の分布のばらつきも少なくなっており，これらの地
震は上面の地震の分布の傾斜を滑らかに深い方に延長し
た線に沿って分布している．これらの結果は，沈み込み
帯のテクトニクスを考えるうえでより重要な情報をもた
らすものと考えられる．50kmより浅い海域の地震につ
いては，これより深い太平洋プレートの境界を示す震源
分布の延長上に位置し，かつ面的に分布しているのでそ
のほとんどがプレートの沈み込みに関係するものである
と考えられる．更に，空問的にバラついていた地震活動
が併合処理した結果，集中した地震活動（クラスター）
として認識されるようになり，地震活動等の議論に重要
な情報を提供することができた（図3（・））．
　北大，弘前大，および東北大の各観測網データの併合
処理によって，北海道から東北地方に至るほぼ全域にわ
たって二重深発地震面が連続して存在することが確かめ
られた（長谷川ほか，1983）ように，高精度データの広
域処理（併合処理）は沈み込む太平洋プレートの大規模
な形状を調べるのに適している．ここでは，東北日本弧
～伊豆・ボーニン弧にかけての広い領域の二重深発地震
面の存在について調べてみた結果，再決定震源において
も二重深発地震面が明らかに認められるのは図9の領域
8または9までであり，これより南側の領域ではその存
在が認められなかった．図12の領域9，10の断面図を見
比べてみると，深さ約180kmまで，すなわち二重深発地
震面が存在する範囲の深発地震面の傾斜角は，それより
深い領域での深発地震面の傾斜角と明らかに異なってい
る．東北日本弧と伊豆・ボーニン弧とでは沈み込み帯の
テクトニクスの性質が変わっていることを示唆している
のかもしれない．二重深発地震面が南側で消減するかど
うかは，観測網の検知能力や震源決定精度をさらに検討
して，今後も考察を進めていきたい．
　震源再決定された地震の鉛直断面図から求めた二重深
発地震面の上面の等深線を図13に示す．今回の併合処理
の範囲外である北緯37度以北については，海野・長谷川
（1982）の等深線を用いた．宇津（1977）によるISCデー
タを用いた等深線と比較すると，100kmの等深線はISC
データによる等深線より西方に約40～80kmずれてい
るが，200kmの等深線はほぼ一致している．300kmの
等深線は東方に約50～90kmずれている．このずれは震
源決定に用いる速度構造の違いよりも，島弧一海溝系に
起因する速度構造異常が震源決定にもたらす影響の度合
が観測網の大きさによって異なるため（海野，1988）と
考えられる．
　東北日本弧と伊豆・ボーニン弧の会合部から能登半島
西方に延びる深発地震面の尾根が認められるが，この尾
根の北側と南側では地震の起こり方が異なっており，南
側では地震活動が活発である（図13）．
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図10防災科学技術研究所の震源断面図（断面図の右下端の番号が図9の番号に対応）
Fig．10　Vertica1cross　sections　of　the　hypocenter　distribution　located　by　the　NIED　network（The
　　　　　index　mmber　given　at　the　lower　right　of　each　figure　corresponds　to　that　shown　in　the
　　　　　index　map　of　Fig．9）．
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図10防災科学技術研究所の震源断面図（断面図の右下端の番号が図9の番号に対応）
Fig．10　Vertica1cross　sections　of　the　hypocenter　distribution1ocated　by　the　NIED　network（The
　　　　index　number　given　at　the　lower　right　of　each　figure　corresponds　to　that　shown　in　the
　　　　index　map　of　Fig．9）．
5．おわりに
　関東地方は房総沖でプレートが三重会合する場所とし
て知られている．太平洋プレートが日本海溝から陸側プ
レートの下に沈み込み，一方，両者の間に潜り込むよう
にフィリピン海プレートが相模トラフから沈み込んでお
り，これらのプレートの相互作用によって震源分布が複
雑である．東北地方においては東北大，関東地方におい
ては防災科研の微小地震観測網が整備され，各々の観測
網内の地震については詳細な研究が進められてきたが，
観測網から外れる地震については震源決定精度が良くな
いため十分な議論は出来なかった．また，震源決定に用
いている速度構造の違いや観測点配置によるデータの偏
りのため，複数の機関の震源をそのまま合わせて広い領
域の震源分布を見ることはできない．こうした状況のも
とで，東北大と防災科研の高精度地震観測データを併合
することによって，両観測網の境界領域だけでなく，観
測網の外側に発生した地震や深発地震でも精度良く震源
を決定することができた．併合処理によって得られた太
平洋プレートの形状は，三重合点付近を含めて，従来の
研究と同等以上の精度をもつと考えられる．しかし，東
北地方南部から関東・東海地方という広域の観測網の験
測データを処理・解析するのに，水平方向に一様な速度
構造を用い，沈み込むプレート等による速度構造の不均
質性は考慮していない．この様な速度構造の不均質性を
考慮した，震源の絶対精度の向上の研究も進める必要が
あろう．
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図11東北大学の震源断面図（断面図の右下端の番号が図9の番号に対応）
Fig．11　Vertica1cross　sections　of　the　hypocenter　distribution1ocated　by　the　Tohoku　University
　　　　　　network（The　index　number　given　at　the1ower　right　of　each　figure　corresponds　to　that
　　　　　　shown　in　the　index　map　of　Fig．9）．
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　　　　　　　work（The　index　number　given　at　the1ower　right　of　each　figure　corresponds　to　that
　　　　　　　shown　in　the　index　map　of　Fig．9．Depth≧100km）．
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Fig．12　Vertica1cross　sections　of　the　hypocenter　distribution　relocated　by　the　combined　net－
　　　　　　work（The　index　number　given　at　the　lower　right　of　each　figure　corresponds　to　that
　　　　　　shown　in　the　index　map　of　Fig．9．Depth≧100km）．
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